
 

 

 地域 ・コミュニ グ ー の ・研究活動と の成果 
 −１ 地域包括ケアとエリアマネジメント研究会 

（１）地域包括ケアとエリアマネジメント研究会の活動  
 

  
 
 「地域包括ケアとエリアマネジメント研究会」（ケアエリア研） 、理 、 、 社の研究

が ・ し、 治 の政策 と 合 を行 ながら進める、 合で社会

の研究 ジ トで る 2018 年 6 、 大 ・イ ーシ ン推進

構（ ・ ・社会共創推進 構）の研究 に「共創 研究 ジ ト」が

、ケアエリア研 共創 研究 ジ トの第 1 として 、2018
年度よ スタートし 大 の「 （トッ ウン） 研究課題」に （研

究課題 「地域包括ケアシス ムの推進を し 際研究：地域 ータ に

政策 インの共創的研究」（ ： ） 年度 （2019 年 3 ）に、日本

会「課題 による 的 文 ・社会 研究推進 」の研究成果を とめて

し、 地域包括ケアとエリアマネジメント ータの る を活用し

の可能 （ ・ 、ミネ ）として し  
 ケアエリア研 、地域 に め か 地域包括ケアシス ムとエリアマネジメント

による 社会 を して る 地域の を 、 治 が地域 を ータで的

にとら て、 果を発 で るよ な地域政策を し、エ ンスに て 果を

検 しながら政策を進めて めの ー を開発し、地域の に 地域 政策

の を域 で する とを ーマにして る 研究課題 大 の 3 で る

国民 保 DB DB を て、 の地域 （ ータ）を地

とに する ー の開発 「 る 」 ータの共 ・展開 ・ ッグ

ータの への展開 ・ ー スとコミュニ ・交 ・ 諸 能の イ

ン 地域に る ・ 経済の 的な を総合的に る ータの  
 ケアエリア研が んで るの 、「 に 政策 」（EBPM：Evidence Based 
Policy Making）で る （2009）で 、大 研究 関が「 ータ」を

用する とを め、国 の 理する 報から 一 に 用可能な 報とする とを

て る を て、第 5 本 （2011）で 、 的 （エ ンス）

に 政策の を推進するとして る しかし、EBPM を進める めら 地

創生の KPI な 、 際に 的 にと 、政策 に に 能して な のが

状で る EBPM に を持 る めに 、 からの 理 的な政策 で な 、地

域の な関係 による トムアッ の政策 が で る し 問題 から、本

研究会で 、 治 政策関係 が EBPM の考 を研究 らと共に し、 第に ウ

ウを して を 視して る  
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 ケアエリア研でイメージする 的 EBPM 、 ージの に て る で る

で 、 として、地域に る の 来 をイメージして る

地域に る の 、 に て て とが る

が、 を んと として する とが 発 で る 国民 保 DB
DB を て、地 との な ータを る とが可能で る に の ータを元にシュ

ミレーシ ンして、 の の しなか 合（BAU：business as usual）の 来

の を す とがで る に して、 らかの に て 的 策を

合に、理論 として 果を する とが可能で る の 果を BAU と し

て経済的な に て す と で る らかの を 理論 なので、

際に地域で 的 策を 合、 年 に の 果を し、 の を行 、

検 果に て な し 策を し しながら、PCDA イ （Plan、Do、Check、
Action）を す とで、 の 大を する とがで るで  

目指す予防的EBPMのイメージ
ex.地域における要介護者や認知症患者の将来予測指標

現在の傾向のま
ま何もしなかった

場合

予防的対策の
地域実験を

スタート

 
 際に のよ に理 的に進 で な 、 の で ータ ースを構 すると

から 治 と大 との 関係を 1 構 して かな ばならな ケアエリア研で 、

2017 年から、羽咋市・日本 ・ 大 による研究 （ ータに 「

社会に る羽咋市のグラン イン」の検討に係る研究、 ： 雅 ）を んで

社会 的な研究を進めて  
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 2019 年 12 18 日に 、 大 ナ 生 研究 にて「地域包括ケアとエリアマネジ

メント研究会」（共創 研究 ジ ト ）研究成果報告会を開催し グラ

ムの の で る  
 

 大 理 ・   
  

報告 1： ジ トに て 羽咋市地域包括ケア推進  谷  
報告 2： 羽咋市に る地域 の進 と の  
 NEC 第一 公 リューシ ン マネージ ー 山  
研究報告 1-a 羽咋市に る ッグ ータ ジ トの  雅  
研究報告 1-b 生活 から 地 都市の未来  雅  
研究報告 2 ・ の から る と 公  
研究報告 3 ーシ ・ タ としての 会 羽咋市 会 から  
研究報告 4 羽咋市に る リ ラシーと との関 に て 本成史 
研究報告 5 羽咋市の KDB  を共創するアポ ジ ト  
研究報告 6 ッグ ータから 生活 と の関係  
研究報告 7 がんばる羽咋の全 民 報  
研究報告 8 市に る地域包括的コン ネンスケアに て  
研究報告 9 を用 の一 策 全 の  宮  
研究報告 10 羽咋市に る「KDB 」の 研究 生  
研究報告 11 （ の ） 谷  
研究報告 12 （ の ）  

会  羽咋市 市  裕之 
 
 報告 に るが、 での研究成果 の 3 に大 とめら る  
 と諸 の 関関係の と 策：報告(4) リ ラシーと の関 報告

(5)KDB と の 報告(6) と生活 の関係 報告(8)地域包括的コン

ネンタンスケア 報告(9)生活 と の関係  
 的 ータ 合と活用：羽咋市に る地域 （NEC 報告）

ジ ト（羽咋市報告） 報告 (1) ッグ ータの開発と生活 の 報告

(10)KDB の研究 報告(12)  
 の生活 経済状況等の ：羽咋市全 アンケート の 報告(2)

・ の 報告(3) ーシ タ としての 会 報告(7)(11)アンケー

ト 報  
 保 研究域の らの研究 ーム 、 と が の発 リ

ス を 的に 1.86 に める とを らかにして、 の ジ ーナ （Journal of 
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Alzheimer’s Disease）に 的 ータ 合 、国民 保 と

でな 、 民 本台 を め行政 の ータを の 合する とに成 し、国

を て のな の し ータ ースが し る 羽咋市全 アンケー

ト 、 治 の によ て「全 」と 大規模 を する とがで て、

ータ ースを らに する のになる らの な 年度 に進める と

になる  
 ケアエリア研の での研究活動を て、 ータ エ ンス 発 と

イ の構 が生 る と研究のフ ー ッ による の を進める流

にな て て る EBPM の 際に て 、 ータ ースの 用可能 かな の

度、 治 の による 羽咋市の 、国 で のな 地域の 合 ー

タを政策展開に活用 よ と で る での研究から、「 」が

に ながる可能 、 ケアが の に ながる可能 、地域コミュニ

活 が ケアに で る可能 、生活 害 の に 策な 、

の が て るので、 らを 的な政策 に とし んで る

か かが課題となる ば、 る地 に課題が る とが らかにな 合に、 の地

に らかの 策を 的に 合、 の 度の 果が めるか、シミュレーシ

ンし、 策して、検 すると 政策展開が る すでに 策 、 的な

政策展開へと進展して る の 報告を  
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